
研究Ⅲプラタナス講演会「２０３０問題について語る」 

 

 藤島高校はＳＳＨの取り組みとして、教科「研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の授業を行っています。「研究Ⅲ」の授業として、 

「２０３０年問題を考える」講演会をＺＯＯＭで東京とつないで実施しました。 

 

１ 目 的 

これまでの研究Ⅲの単元「社会のあり方を考える」で環境問題や食糧・水の問題について学んできている。 

地球温暖化問題・プラスチック汚染の脅威・大量消費社会の限界についての現状と課題について専門家による講

演をお聞きする。現代社会に潜在する課題に気づき、今後、私たちは問題解決のためにどのように行動していけ

ばよいかについて考える機会とする。 

 

２ 日 時 令和３年６月１日（火）７限目 

 

３ 講 師 

 堅達京子 氏（ＮＨＫエンタープライズ エグゼクティブプロデューサー） 

      ※NHK入局後、環境問題をライフワークに様々なドキュメンタリー番組を制作 

ＮＨＫスペシャル「２０３０未来への分岐点」地球温暖化・水・食糧の問題・プラスチック汚染の制作に

携わる。地球温暖化、水・食糧の問題にプラスチック汚染 

 

４ 概 要 

（１）講演の内容 

 ・現在の大量生産・大量消費型の経済から持続可能な経済へと転換するパラダイムシフトが求められている。 

 ・世界のビジネス界はコロナ危機以前から地球が置かれている危機的な状況に気づき、脱炭素社会や脱プラスチ

ック社会へと移行、日本はその中で遅れをとっている。 

 ・このままいくと早ければ 2030 年にも、地球の平均気温は臨界点に達するといわれている。それを超えていく

と、温暖化を加速させる現象が連鎖し暴走を始める可能性が科学的に明らかになってきた。この現状を正しく

認識し、持続可能な社会への移行にむけて行動を起こしていってほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



次ページから生徒の感想になります。 

（２）生徒の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


